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「砂防」とは、土石流などの土砂災害を
防止する事業のことです。近年集中豪雨の
増加に伴って土砂災害が頻発し、多くの尊
い人命が失われています。私は、土石流災
害の防止・軽減のため、その流動メカニズ
ムに関する研究を行ってきました。
土石流は豪雨をきっかけとして発生し、

大量の雨水が山地の斜面や谷筋の土砂を巻
き込みながら流れ下る現象です。土石流に
限らず、川を流れる水も川底の土砂を巻き
込み、下流に運搬しています。加えて、水
は流れが弱まると運搬していた土砂を川底
に堆積させる性質があり、山地や川の土砂
は、幾度かの洪水を経ることで運搬と堆積
を繰り返しながら河口や海域まで到達しま
す。これらの土砂は、中州や海浜の形成に
大きく寄与し、動植物の生活環境にも深く
関係します。
山地、河川、河口に至るあらゆる水の流

れに伴う土砂の動きを科学的に解明し、豪
雨災害対策や河川環境改善に役立てていき
たいと考えています。

建設コンサルタントで約6年間働いていました。
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